家庭科学習指導案
　指導者　　富田林市立伏山台小学校
（T1）担任　　　　
（T2）栄養教諭　
１．日　　時　　　　令和 元 年 11 月 6 日（ 水 曜日）　第 5 時限 （ 1：20 ～ 2：05 ）
２．学年　　　　　　第 5 学年

３．単元名
　　　　　「　食べて元気！ご飯とみそ汁　」　（東京書籍）
４．学習の系統
	前教材　保健（ 3～4 年）
	
	本教材　家庭科（ 5年11月 ）
	
	次教材　家庭科（ 6年11月 ）

	「よりよく育つための生活」
・調和のとれた食事、適度な運動を続ける、休養・睡眠を十分とることが必要であることを理解する。
「食育に関する学習」
・学校給食の栄養バランスを知る。
	
	「食べて元気！ごはんとみそ汁」
・栄養素の体内での働きを知る。
・伝統的な日常食であるご飯とみそ汁を作る。
・地域の味や使われる材料の特徴に興味を持つ。
	
	「まかせてね、今日の食事」
・家族のために栄養バランスがよい献立を考える。
・家族とともに楽しい食事の時を作るための工夫をする。


５．学習目標
　・栄養素の体内での働きを知り、「命を保つ」「活動する」「成長する」ことにつながることがわかる。
　・伝統的な日常食であるご飯とみそ汁の調理の仕方がわかり、適切にできる。
・学習した調理の基礎・技術を活用して、よりおいしく食べるために、ご飯とみそ汁の調理の仕方を考え、見直しをするなど工夫することができる。
・ご飯とみそ汁や地域の食材を使った料理の学習を通して、日本の生活文化や地域を大切にし、食生活をよりよく工夫しようとする実践的な態度を養う。

　
６．評価規準
	知識・技能
	思考・判断力・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・体に必要な栄養素の種類と主な働きについて理解している。
・伝統的な日本食である米飯及びみそ汁の調理の仕方を理解しているとともに適切にできる。
	・1食分の献立の栄養バランスについて問題を見出して課題を設定し、解決方法を考え、工夫することができる。
・おいしく食べるために調理計画や調理の仕方について、工夫することができる。
	・自分の食をよりよくするために、振り返って改善し、食事について工夫して実践しようと主体的に取り組んでいる。
・家族の一員として生活をよりよくするために、調理計画や調理の仕方について工夫し、実践しようとしている。


７．食育の視点
　〇食に関する指導の目標

　・食べ物の生産にかかわる人への感謝の気持ちや、食べものを大切にする気持ちを持つ。　【感謝の心】

　　・日本の伝統食であるご飯やみそ汁について関心を持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　【食文化】
　〇食に関する指導の進め方
　　・実物の稲穂を使って、1本の稲穂から米が何粒とれるかを実際に数えさせる。
　　・巻物を使って、米作りの八十八の手間について伝える。
　　・米という漢字が、「八　十　八」に分かれることを伝える。
８．指導にあたって
【児童観】
　※個人情報のため削除
【単元観】
　　人間はなぜ食べることが必要なのか、また、食べたものは体内でどのような働きをしているのかを考え理解することで、食生活の振り返り、課題の解決に向けての工夫を通して、家族の一員として主体的に取り組める教材である。
　　教材の前半では、食べ物の消化・吸収と体内での栄養素の働きについて気付き、毎日の食生活を振り返り、後半では、日本の伝統食について調べ、食文化のすばらしさを見つけ、児童の食生活につなげていくことができる。
【指導観】
　　伝統的な日常食であるご飯とみそ汁について、組み合わせることで栄養のバランスをとっていることに気付かせ、食事をとることがおいしく健康的であることを理解させたい。そのためにも、食事に含まれる栄養が体の中でどのような働きをするかを理解させ、自分の食生活への工夫につなげさせたい。
　　食育に関する内容においては、教科書の内容だけではあまり感じることができない、食べ物や生産者への感謝の気持ちについて考えさせたい。1本の稲穂から何粒の米がとれるか、それがお茶碗にどれくらいの量なのか、1杯のご飯には稲穂が何本必要なのかを実物の稲穂に触れる体験することによって、食べ物を大切にすることや、生産者の思いや苦労を考えたり実感させたりしたい。
８．学習指導計画（全10時間）
	次
	時
	学習活動
	指導上の留意点（〇T1 　●T2）
	評価方法等

	Ⅰ
	1
	
1． 前日の食事を表に書き出し、食に関する学習をすることを知る。
2． 毎日の食事表を見て様子を話し合い、食事の役割や日常の食事の大切さについて理解する。
3． 給食の献立表から、主食（ごはん・パン・麺類）と汁物、おかずを組み合わせて食べていることに気付く。
	〇表をもとに、食事に関心を持つことができるようにする。
〇主食・主菜・副菜を組み合わせてバランスのとれた食事になることに気づくことができるようにする。
	ワークシート
行動観察

	Ⅱ
	1


	
1． なぜ毎日いろいろな食べ物を食べる必要があるのか話し合う。
2． 五大栄養素の名称を知る。
3． 食品が体内に吸収されるまでの流れと、吸収されてからの働きを知る。
	〇食品の種類と働きに気づくことができるようにする。
〇栄養素には、どういう働きがあるのか伝える。
	p.28図
五大栄養素表
ワークシート


	
	2
本時
	
1． 米について話し合う。
2． 米について理解する。
3． 振り返りを発表し、学習のまとめをする。
	〇意見を発表させ、交流させる。
●稲穂の実物を示し、ご飯1杯には稲穂50本分の米が必要であること、米作りには八十八もの手間と長い時間がかかることを説明し、食べ物や生産者への感謝の気持ちを持たせる。
〇学習全体を振り返って、感想を交流させる。
	ワークシート
稲穂

	
	3
	
1． おいしいごはんやみそ汁の作り方を調べ、計画を立てる。

	〇米や水の量、火加減、加熱する時間に気付くことができるようにする。
〇手順、片付け方の工夫を整理できるようにする。
	ワークシート
行動観察

	Ⅲ
	1
2

	
1． 身支度、準備する。
2． ご飯を炊く。
　　能率・安全・片付け
　　（火加減と加熱時間に気を付ける）
3． ご飯を盛り付けて配膳する。
4． 試食する
5． 後片付けをする。　
・水気をよくふき取る
・ごみの処理をする
	〇米飯の調理が安全にできるように支援する。
　・道具の安全な使い方を知らせる。
　・火加減と加熱時間に気づかせる。
	行動観察

	
	3
4
	1． 身支度、準備する。
2． みそ汁を作る。
　　能率・安全・片付け
　　（加熱時間に気を付ける）
3． みそ汁を盛り付けて配膳する。
4． 試食する
5． 後片付けをする。　
・水気をよくふき取る
・ごみの処理をする
	〇みそ汁の調理が安全にできるように支援する。

　・道具の安全な使い方を知らせる。

　・加熱時間に気づかせる。
	行動観察

	Ⅳ
	1
	
1． 米やみそを使った料理を調べる。
2． 富田林市の特産物（ナス・エビイモ・きぬむすめなど）を使った料理を調べる。
	〇地域で好まれている味の工夫やちがいに気づかせる。
〇調べたことを発表し、交流させ、富田林市の伝統に気づかせる。
	ワークシート
行動観察

	
	2
	1． 家庭で作りたいみそ汁の実を決め、調理の手順を考える。
2． 感想を交流し、学習のまとめをする。

	〇学習全体を振り返っての感想を発表し、学習を通して自分ができるようになったことを発表させる。
	ワークシート


９．本時の指導

(1) 目標
　・日本型の食生活において欠くことができないご飯（米）についての関心を高め、自分自身の食生活を振り返り、食べ物を生産する人や食べ物への感謝の気持ちを持つことができるようにするとともに、伝統的な日常食であるご飯（米）を作るための手間がわかる。
　・ご飯(米)について学ぶことで、生産にかかわる人への感謝の気持ちや、食べものを大切にする気持ちを持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【感謝の心】
　　・伝統的な日常食であるご飯について関心を持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　【食文化】

(2)展開
	時間
	学習活動
	指導上の留意点
	評価（◆）
準備物（※）

	
	
	T1
	T2
	

	導入
	1． 米について知っていることをホワイトボードにまとめる。複数人で意見を交流し、発表する。

	〇米について知っていることを、ホワイトボードに書き出すよう伝える。

〇複数人で話し合いをするよう伝える。

〇米に注目させる。
	〇書くのが難しい児童への声掛け
〇板書

	※ホワイトボード


	展開
	
2． 稲穂1本から、何粒の米がとれるか、数える。

・稲穂1本から約70～100粒の米がとれる。

その米粒が、お茶わんにどのくらいの量のご飯になるか考える。
・ご飯4g程度。

3． お茶わん1杯のごはん（200g）には、稲穂が何本必要か考え、実際に計算をして導きだす。

　　・200gのご飯は、米約3500粒。稲穂約35～50本分。

4． 米が収穫できるまでに、どれくらいの時間と手間がかかっているかを,八十八の手間の巻物を見ながら知る。

・米作りは「八十八の手間」がかかる。
米という漢字は、ばらばらにすると　八十八に分かれることを知る。
	〇作業が難しい子どもへの個別の支援
〇板書
〇計算が難しい子どもへの個別の支援
〇板書

	〇稲穂からもみをとり、数えさせる。食べ物なので、大切に扱うように声をかける。

〇自分の数えた米粒の数から、稲穂が何本必要か計算をして導くよう伝える。
〇教材を用いて、米が収穫できるまで、長い時間と多くの手間（八十八の手間）がかかることを伝える。
〇「米」という漢字は八十八に分解できることを伝える。
	※ワークシート

※教材

稲穂、（実物）

　ご飯の写真（70粒4g分）

※ワークシート

※教材
　ご飯の写真
　（200g）

※ワークシート

※教材

　八十八の手間の巻物

	まとめ
	5． 授業を通して、わかったことや感想などを、ワークシートにまとめて、発表する。
	〇いつも何気なく食べている米に、関心や感謝の気持ちを持とうと伝える。
	〇書くのが難しい児童への声掛け
	◆ワークシート


(3)板書計画











毎日何を食べることが多いかを調べ、学習への意欲を高める





栄養素の体内での働きを知る。





米について考える。





伝統的な日本食であるご飯とみそ汁を作ろう。





班で協力し合って、ご飯とみそ汁を作ろう。





毎日の食生活に生かそう





米について考えよう　








毎日の食事を見つめよう





70粒のご飯の


写真





70粒のご飯の


写真








1本の稲穂から何つぶの米がとれたか


　●粒　　●粒　　●粒　　・・・








（めあて）米について考えよう





八





ご飯1杯の写真








② お茶わん1ぱい約3500つぶは、稲穂


何本分か。


　●本　　●本　　●本　　・・・
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③ 米ができるまで


　　八十八の手間













































































八十八の手間
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